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(1)原稿枚数 日本語論文は明朝体12ポ イント(1行37字 程度)・35行/ペ ー?欧 文論文は12
ポイン ト・35行/ペ ージ(15ス ペース程度)で,図 表などを含めA4版 用紙30枚 程度とする。
(2)原稿の余白設定等 各ページのマージンを上下左右:30,35,30,30【nmと り,ペ ージ番号を印
字しないこと。ページ番号は,右 下隅に鉛筆で記入する。
(3)タイ トル と氏名1ペ ージ目はじめにタイ トルと氏名(中 央揃え)を 入れること。タイ トルは14
ポイン ト太字とする。なお,タ イ トルの上部には2行 分の余白を設け,タ イ トルと氏名の間に1
行分,氏 名 と本文はじまりとの間に2行 分の余白を設ける。
(4)注について 注は通し番号をつげ 各ページの末尾におく。文字サイズは10～11ポ イントとする
ことが望ましい。
⑤要旨 英文 でA4版 用紙1枚 程度の要旨を付ける。タイ トルと氏名の体裁については上記(3)に準
ずる。要旨文はじまりの左上部にAbstradと 太字で表記し,要 旨文はじまりとの間に1行 分の余
白を設けること。なお,英 文論文の場合は要旨ページにタイ トルと氏名を入れない。
2.採 否 原稿の採否については,編 集委員会で決定させていただきます。
3.原 稿締切日2002年8月31日 必着
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